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計結果を示した．

　1．逆転層の出現回数は上層（800mb～700mb）では，

はっきりした季節変化を示し，12月下旬から1月上旬に

極大に達した．東支那海南部では，2月頃に第2の極大

が現れる．一方下層（800mb～900mb）の逆転層の出現

回数は10月から翌年4月まで，ほとんど季節変化は認め

られなかった．

　2．逆転層の強さは10月から3月までは，上層でおお

よそ1．0。C～1．8。C／100m，下層でも1。0。C～2・0。C／

106mでほぼ同じであるが，下層の方が変化の振幅が大

きい．

　3．対流混合層の高さを示す逆転層の下面高度は，対

象領域の比較的北部では12月上旬に最も高いが，南部で

は充分寒気が侵入しないため混合層は未発達である．そ

して12月下旬になってはじめて比較的南部にある那覇，

石垣島で下面高度が最高に達する．

　4・顕熱補給量と対流混合層の高さの関係は10月から

12月の間を除くと，那覇，石垣島とも両者はほぽ比例し

て変化しており，対流混合層の高さを決める要因の1つ

は海面からの顕熱の補給であることを裏付けた．

　5．一一方上層逆転層上面の高さは，高気圧の張り出し

に伴う，下降流によって支配されていると考えられる

寒気吹出時の東支那海上の逆転層の統計

　　　　　　　　　　が，資料不足ではあるが，名瀬では両者の間には一〇．

512の統計的に有意な逆相関が認められた．すなわち，

高気圧性沈降気流によって逆転層上面は押し下げられて

いることが認められた．しかし那覇，石垣島では，解析

期間中ほとんど上昇流であったため，両者の間の相関は

認められなかった．今後多くの資料について検討する必

要があろう．なお，極前線面の場合はこのように強い逆

転は少なく，高度もより高いと考えられるが，上層の逆転

層の統計の中にこれが若干含まれていることも考えられ

る．この点についても，今後検討を要する問題である．
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